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　生徒は第 3 ・ 4 時の学習を振り返り，表 5 に示
すことを書いていた。一部の生徒は，実験後，マグ
マのねばりけの違いの要因について考えを深めてい
た。要因として水を挙げた生徒は，その根拠として
モデル実験を行うときに歯科用印象材に加える水の
量を変えた操作を思い出して述べていた。
表 5　「マグマの性質と火山の形」の学習の振り返り
・ ハワイの火山と昭和新山を比べました。ハワイの火
山はとても傾斜がゆるやかでマグマが流れていまし
た。昭和新山はマグマが流れるというより，爆発し
て火山灰が降り注ぐような感じでした。火山の形が
どうしてこんなにも変わってしまうのか，実験をし
てよく考えてみたいと思います。
・ ハワイの火山と北海道の火山の噴火の様子を見て違
いを考え，課題を立てた。ハワイの火山の噴火の様
子を見ると，溶岩が水のように流れていて，滝のよ
うに見えて驚いた。溶岩と言われるともっとドロド
ロな状態のものを思う浮かべるが，ハワイの火山の
ように水のようにサラサラなものもあると知った。
ハワイの火山がきれいでなだらかなのは溶岩がサラ
サラで流れやすいからかなと思った。北海道の昭和
新山は標高が400mと聞いて思っていたより低くて
驚いた。
・ 火山の形の違いはマグマのねばりけのせいかを確か
めるために対照実験をしました。粉と水をビニール
に入れてもみもみと混ぜて押し出しました。ねばり
けの少ない方を押し出すとドローっと出ていって火
山が平らな形になりました。ハワイの火山では，ど
れほどのマグマが出てあのような高さになったのか
気になります。
・ 歯科用の印象材を使って火山の噴火のモデル実験を
しました。やはり予想通りねばりけの弱い溶岩は広
がり逆にねばりけの強い方はあまり広がらずごつご
つぼこぼこしたかたまりになりました。溶岩のねば
りけは火山によって違っていることがこの実験で分
かりました。あと，ねばりけが火山によって変わる
のは，溶岩（火山の中であればマグマ）に含まれる
成分の種類や成分の量が火山によって違うからなん
だと思います。広島に火山はないけど島根の三瓶山
はどちらかといえばごつごつとしているから，鐘状
火山なんじゃないかなと思いました。
・ ハワイの火山と北海道の火山の違いはマグマのねば
りけの差によるものだということが実験で証明され
ました。この結果を受けて，なぜマグマのねばりけ
に差が出るのか私なりに仮説を立ててみました。そ
れは地下の温度が違うからという考えです。ハワイ
の火山は地下の温度が高く岩石が融けて出てくるか
らマグマがさらさらだと思いました。桜島と昭和新
山でも形が全く違うので，同じ日本の中でも地下の
温度に差があると考えます。
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（7）まとめ
　従前から「マグマの性質と火山の形」の学習は行
われており，新学習指導要領でも引き続いて行う。
しかし，新学習指導要領では，従前のように「マグ
マの性質と火山の形」の学問的な側面を学ばせるこ
とだけに止まらない。科学的に探究するために必要
な資質・能力を育成するために，「課題の把握（発
見）」，「課題の追究（探究）」，「課題の解決」という
一連の問題解決的な学習の中の「課題の把握（発見）」
に焦点を当て，理科の見方・考え方を働かせながら
生徒に自ら問題を見いださせることを求めている。
　このような背景に照らしながら，「マグマの性質
と火山の形」に関する先行研究，教科書の記載の現
状，学校における指導の現状を俯瞰して問題点を整
理し，「マグマの性質と火山の形」の指導を工夫・
充実することの必要性を述べ，指導計画を作成した。
指導計画作成の作業においては，生徒が学習内容の
本質「マグマの性質の多様性」に着目しながら自ら
問題を見いだすことがでできるようにするために，
事前に何をどのように理解させるのか，理科の見方・
考え方を働かせることが有効な学習内容はどこか，
学習内容をどのように配列すればよいかといったこ
とを具体的に想定しながら検討し，指導計画の構造
化を図った。
　作成した指導計画に基づいて授業を行い，生徒が
自ら「マグマの性質と火山の形」に関する問題を見
いだして課題・仮説を設定できたこと，また仮説を
検証するためのモデル実験の計画へつなげることが
できたことを確認した。さらに，学習を振り返る中
で，新たな疑問としてマグマのねばりけに影響を与
える要因を挙げ，計画された学習内容を超えて学び
を深めようとする生徒の姿を確認した。このような
結果から，本指導計画は新学習指導要領が求める探
究の過程を踏まえた生徒の主体的な学習を十分に展
開することができ，理科の見方・考え方を働かせな
がら科学的に探究するために必要な資質・能力を育
成することができる指導計画であると考えられる。
４．おわりに
　日本の理科教育は，従前から探究の過程をベース
にした学習を大切にしてきた。このような中で，新
学習指導要領において改めて求められている探究の
過程に基づいた学習について，中学校理科地球領域
の「マグマの性質と火山の形」の学習を一例に挙げ
て考察した。
　新学習指導要領が求める学習は，同時に教師にど
のように指導していくのかということを求めてい
る。生徒が理科の見方・考え方を働かせながら科学
的に探究するために必要な資質・能力を計画的に育
成する指導は，今まで使ってきた教材を基にした観
察実験等によって行うことができる。しかし，理科
の見方・考え方がどのようなものか，科学的に探究
するための資質・能力がどのようなものかを理解し
ていても，それらを学習の文脈の中に適切に織り込
んで位置付けなれば意味がない。適切に織り込むた
めには，織り込む指針になるものと指針に応じた内
容を明確にしておくことが必要である。つまり，新
学習指導要領が求める学習の指導を行うためには，
「この学習内容の本質は何か」，「本質に迫るために
相応しい内容や観察実験等は何か」を明確にしてお
くことが欠かせない。その上で指導計画を立てて授
業を行い，生徒と学習内容の間の対話や学びの連続
性を促していくことが望まれる。
　このように整理すると，新学習指導要領を語ると
きに教科等の見方・考え方，育成すべき資質・能力，
主体的・対話的で深い学び等のキーワードが取り上
げられて目立っているものの，その学びの基盤であ
る学習内容の本質の理解なしに語ることはできない
ことに気付く。教師は今一度，まず学習内容の本質
を問い直し，教科教育の原点を見つめ直すことが必
要なのではないだろうか。
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